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　「Tonic→ T」、「Dominant→ D」、「Sub-Dominant→ SD」とすると、以下のようになる。
　　　①　T→ D→ T　　　






































































































































































































指揮者名 演奏団体名 演奏表現 備考
Bruno Walter Vienna Philharmonic Orchestra ①
Carlo Maria Guilini Vienna Philharmonic Orchestra ②－２
Charles Münch Orchestra De Paris ②－１
Claudio Abbado Berlin Philharmonic Orchestra ① ★
Daniel Barenboim Chicago Symphony Orchestra ②－１
Eduard Van Beinum Royal Concertgebouw Orchestra ①
Eugen Jochum Berlin Philharmonic Orchestra ①
Georg Solti Chicago Symphony Orchestra ②－１
Günter Wand NDR Symphony Orchestra Hamburg ①
Herbert Von Karajan Berlin Philharmonic Orchestra ①
James Levine Chicago Symphony Orchestra ①
Karl Böhm Vienna Philharmonic Orchestra ②－１
Klaus Tennstedt London Philharmonic Orchestra ① ★
Kurt Masur New York Philharmonic Orchestra ②－１
Kurt Sanderling Berlin Symphony Orchestra ②－１
Otto Klemperer Philharmonia Orchestra ① ★
Rudolf Kempe Münchner Philharmoniker ① ★
Sergiu Celibidache RAI Symphony Orchestra Milan ①
Takashi Asahina Osaka Philharmonic Orchestra ①
Wilhelm Furtwängler Vienna Philharmonic Orchestra ②－１
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　結果は、基本的に楽譜通り、テンポ変化を用いない演奏が「12」、意図的にテンポを揺らし、
倚音解決の強調を行う演奏が「８」となった。
　興味深かったのは、演奏表現において「①」の備考欄に「★」を付けた演奏の解釈である。
テンポの変化を伴う視点から見ると微妙なのだが、31小節目におけるオーボエソロに対して
若干のテヌートを設け解決感を助長しており、後半のチェロの旋律は楽譜に忠実なアプローチ
をしている、という解釈をしているのである。先に分析した通り、理論的見地に立てば倚音解
決における安定感の効果は薄れてしまうと判断出来るが、それを抜きに見れば、唱うように感
情を込めて「間」と言うものを含みたくなる感覚は自然に受け入れる事が出来るだろう。楽曲
構成や楽器の持つ特性、そして今まで培われて来た音楽家達の感覚的感受によって、その都度、
その瞬間にのみ生まれる興味深い演奏だと思う。
　そして、34小節目のチェロの処理に関して、解決を強調し、かつテンポ変化を加えた演奏
にもいくつか特徴がある。
　Carlo Maria Guilini指揮の演奏のみが、オーボエソロ（31小節目にかけて）と、チェロのソ
ロ部分（34小節目にかけて）に分かりやすくテンポ変化を用い、倚音解決を強調している。
だが両者を同様に解釈はしておらず、オーボエソロの方は控えめに、そしてチェロのソロは対
照的な捉え方をしている。非常にはっきりとテンポが揺らぎ、倚音の G音が強く語りかける
ような存在感を発揮している。言葉にするのは難しいが、例えば「感情的」、または「心に突
き刺さるような感じ」と言ったところであろうか。今回検証した中で、一番テンポの変化が激
しかった演奏である。
　Charles Münch指揮の演奏は、確かにテンポの揺らぎが効果的に用いられているが、その時
間の伸縮は倚音解決に向けられるというよりは、むしろカデンツにおけるⅤ度の導音へと向
けられたものと感じ取れる。特に Allegroへと劇的に音楽が変化する手前、第１ヴァイオリン
の掛留音は、徐々に diminuendoし消えるように奏されるが、その微かな響きが導音の存在感、
そしてⅤ度の終止感をしっかりと感じさせる見事な演奏である。
　Daniel Barenboim指揮の演奏は、オーボエソロとオーケストラが一定のテンポ感でコント
ロールされた範囲内において、オーボエ奏者のみに一瞬の「間」が与えられているように感じ
る。後のチェロのソロ部分は、オーケストラとチェロとが同じ時を刻みながら一体となりテン
ポの伸縮が起るように演奏されている。
　Georg Solti指揮の演奏は、倚音を使い分けが理にかなっている。オーボエソロは一切のテン
ポの揺らぎは無く、チェロのソロには、大きなクレッシェンドでうねりを創り、そしてきわめ
て自然なテンポの揺らぎが、解決を待ち望む倚音の存在を力強く、そして美しく際立たせてい
る演奏である。
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４．まとめ
　今回、和声的観点から「倚音・掛留音」そして「カデンツ」を中心に J.Brahmsの「交響曲
第１番　ハ短調　作品 68」の序章部分を分析し、実際の演奏における再現の可能性を見てきた。
時代、そして作曲家が持つ音楽観は、何かしら特有の個性が存在する。見出し方は様々だが、
今回のようにはっきりと「調性」の存在を中心軸とする時代の作品では、基本的に転位やカデ
ンツの解釈に大きな違いを持たないと言える。ただ、それは「機能上の原理」という立場であ
ればそうだが、実際は、時代と共に和声や転位は変貌を遂げ、形式は拡大され、そして楽器の
発達が可能とする演奏の表現力、音楽家の感受性、等といった総合的な観点から多種多様な捉
え方を導きだす事が出来る。
　和声は、機能上における各和音の安定感に、それぞれ独自の個性を持ち合わせている。
Tonicを絶対的安定とする調性音楽は、Dominantが導音の解決力と共に Tonicを支え、Sub-
Dominantはより自由な振る舞いを意図的に果たすことで展開の興味を絶やさない。このバラ
ンスを保ちながら、音楽は最終的に軸となる Tonicへと導かれる事が絶対であり、さらに転位
という「揺れ」の現象が各機能上の響きの中に現れる事で、より細かな部分で「安定⇔不安定」
の対比が生じ、それが様々な音楽的表現へとつながる。
　このように音楽の構成における音楽的音響像は、理論的原則が計られる事によって音楽とな
り表出されると言える。
　しかし、それだけではない事も今回の考察で理解する事も出来た。感覚的に音楽を捉える感
受の重要性である。感覚的に捉える事は「より自然に」と置き換える事ができる。もちろん原
理も「自然」が基盤となるのは言うまでもない。であるならば、物体が重力の影響を受け地面
へと引き寄せられる現象を、音楽においても同じように感じる事が出来るだろう。秩序を得た
音は自然界に存在する重力の様な影響を常に受け、逆らうためにはエネルギーを必要とし、そ
して反発し続ける事は結果的に不自然さを招く。そのため程度の差こそあるが、何かのきっか
けと共に重力を受け入れる行為が必要となる。別な言い方をすれば、ストレスが発生する事で、
それはまた解放されるべき解決へのエネルギーの蓄積に他ならない、という事である。音楽は、
不安定というストレスを乗り越える事で安定を手に入れ、それがまた次への展開を期待させる
対比の連続によって成り立っていると言えよう。
　過去の作品であり、また現実的に作曲者本人とコミュニケーションがとれない作品は、楽譜
を頼りに本来あるべき響きの姿を読み取る分析作業が必要不可欠である。しかしまた、分析と
同時に、音楽を感覚的に捉えるインスピレーションも重要なポイントとなる。音楽は、この両
者のバランスを計る事により、楽譜を通じて常に新しい響きを無限に創り出す事を可能として
いると言えよう。
（本学講師＝作曲担当）
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